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緒
方
ゼ
ミ
で
は
、
経
済
開
発
と
環
境
保

全
を
研
究
し
、
社
会
的
共
通
資
本
の
経
済

学
と
い
う
視
点
か
ら
途
上
国
の
持
続
可
能

な
開
発
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
探
る
現
地

研
修
と
し
て
、
２
０
０
３
年
９
月
10
日
か

ら
20
日
に
か
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
「
ア

ジ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」を
実
施
し
た
。

　

ノ
イ
バ
イ
（
ハ
ノ
イ
）
空
港
に
夜
10
時

す
ぎ
の
到
着
だ
が
、
中
大
の
緒
方
教
授
指

導
の
下
で
博
士
論
文
を
完
成
さ
せ
た
ハ
ノ

イ
国
民
経
済
大
学
の
ト
ゥ
イ
先
生
が
出
迎

え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
ま
ま
市
内
の
大

衆
食
堂
へ
行
き
ベ
ト
ナ
ム
名
物「
フ
ォ
ー
」

と
い
う
麺
料
理
に
舌
鼓
を
う
っ
た
。

キ
ヤ
ノ
ン
ベ
ト
ナ
ム
工
場
見
学

　

「
ア
ジ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の

企
業
訪
問
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
キ
ャ
ノ
ン
ベ
ト
ナ
ム
工

場
は
、
ハ
ノ
イ
市
内
か
ら
車
で
３
０
分
ほ

ど
の
タ
ン
ロ
ン
工
業
団
地
に
居
を
構
え
て

い
た
。

　

現
地
の
景
山
社
長
と
日
本
人
職
員
の
笠

松
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。
設
立
は
２

０
０
１
年
４
月
、
現
在
従
業
員
数
は
、
千

人
を
上
回
る
。
概
ね
18
歳
か
ら
25
歳
ま
で

の
若
い
労
働
者
が
占
め
て
い
る
。
ベ
ト
ナ

ム
人
は
器
用
で
優
秀
。
キ
ヤ
ノ
ン
内
の
は

ん
だ
ご
て
競
技
会
で
は
男
女
両
部
門
と
も

優
勝
は
キ
ヤ
ノ
ン
ベ
ト
ナ
ム
の
従
業
員
だ

そ
う
だ
。
社
員
教
育
を
徹
底
す
る
方
針
を

取
り
、
朝
の
９
時
作
業
開
始
、
夕
方
５
時

終
業
の
時
間
規
則
は
徹
底
さ
せ
て
い
る
。

最
初
は
５
時
前
に
帰
宅
準
備
を
始
め
る
従

業
員
に
終
業
ベ
ル
ま
で
働
く
よ
う
指
導
す
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る
な
ど
、
一
つ
一
つ
を
徹
底
す
る
ま
で
に

は
時
間
を
要
し
た
そ
う
だ
。

　

次
に
、
主
に
海
外
輸
出
向
け
プ
リ
ン

タ
ー
製
造
工
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。「
人
と
機
械
の
共
生
」
を
目
指
す
工

場
で
は
、「
高
ス
ピ
ー
ド
・
正
確
・
環
境
」

に
配
慮
し
た
最
新
技
術
と
熟
練
労
働
の
調

和
が
図
ら
れ
、「
セ
ル
生
産
」
と
い
う
独

自
の
生
産
ス
タ
イ
ル
が
と
ら
れ
て
い
る
。

工
場
で
は
、
従
業
員
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る

竹
製
の
棚
や
運
搬
用
具
も
随
所
に
見
ら
れ
、

環
境
へ
配
慮
し
た
工
場
作
り
や
社
会
貢
献

活
動
に
心
が
け
て
い
る
。

ホ
ン
ダ
・
ベ
ト
ナ
ム
工
場
見
学

　

次
に
ハ
ノ
イ
郊
外
の
ホ
ン
ダ
・
ベ
ト
ナ

ム
工
場
を
訪
問
し
、
現
地
担
当
者
の
藤
崎

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。
こ

の
工
場
は
１
９
９
６
年
３
月
に
設
立
。
ベ

ト
ナ
ム
政
府
の
北
部
経
済
開
発
と
い
う
指

導
に
沿
っ
て
、
ハ
ノ
イ
に
工
場
を
構
え
た
。

　

人
口
約
８
０
０
０
万
人
の
ベ
ト
ナ
ム
の

年
間
交
通
死
亡
者
数
は
約
１
万
４
千
人
と

日
本
の
約
２
倍
に
の
ぼ
る
。
ハ
ノ
イ
市
内

の
バ
イ
ク
の
交
通
量
は
す
さ
ま
じ
く
、
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り
止
む
こ
と
は
な
い
。

　

ホ
ン
ダ
・
ベ
ト
ナ
ム
の
日
本
人
ス
タ
ッ

フ
は
18
名
。
オ
フ
ィ
ス
内
は
男
性
が
６
割
。

「
ホ
ン
ダ
の
理
念
」
を
教
え
る
こ
と
を
社

員
教
育
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。
会
社

の
ポ
リ
シ
ー
は
、
課
長
も
従
業
員
も
す
べ

て
ベ
ト
ナ
ム
人
社
員
で
運
営
す
る
こ
と
が

理
想
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
ベ
ト
ナ
ム

人
に
バ
イ
ク
を
販
売
す
る
こ
と
を
究
極
の

目
標
と
し
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
ホ
ン
ダ
は
バ
イ
ク

を
指
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
７
割
を
占
め

る
の
が
ホ
ン
ダ
バ
イ
ク
だ
。
し
か
し
Ｓ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ａ
や
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
な
粗
悪
な

コ
ピ
ー
商
品
も
横
行
し
た
が
、
政
府
の
バ

イ
ク
登
録
徹
底
な
ど
に
よ
り
、
安
価
な
コ

ピ
ー
商
品
よ
り
段
の
張
る
ホ
ン
モ
ノ
の
バ

イ
ク
を
購
入
す
る
消
費
者
が
増
え
、
現
在

で
は
コ
ピ
ー
メ
ー
カ
ー
の
方
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
る
そ
う
だ
。

　

二
輪
車
製
造
工
場
を
見
学
し
た
と
き
、

従
業
員
の
給
料
は
一
ヶ
月
約
一
万
円
と
聞

き
、
日
本
と
の
賃
金
格
差
に
驚
か
さ
れ
た
。

日
本
工
営
訪
問

　

日
本
工
営
は
、
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン

を
拠
点
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
手
が
け
る

企
業
で
、
中
大
出
身
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
稲

垣
先
輩
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
道
路
建
設
の
資

金
調
達
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。
あ
く

ま
で
も
自
分
た
ち
の
国
は
自
分
た
ち
で
発

展
さ
せ
る
、
そ
う
し
た
人
材
育
成
が
重
要

だ
と
、
現
地
で
ベ
ト
ナ
ム
要
人
と
交
渉
し

て
い
る
人
な
ら
で
は
の
貴
重
な
助
言
を
頂

い
た
。

ハ
ノ
イ
国
民
経
済
大
学
（
Ｎ
Ｅ
Ｕ
）

と
合
同
ゼ
ミ
開
催

　

Ｎ
Ｅ
Ｕ
の
学
生
達
お
よ
そ
２
０
０
名
が

白
い
ア
オ
ザ
イ
と
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
正
装
で

迎
え
る
教
室
に
入
る
と
、
一
斉
に
拍
手
が

沸
き
起
こ
っ
た
。

　

合
同
ゼ
ミ
で
は
、
中
央
大
学
側
が
交
通

班
、
廃
棄
物
班
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
班
、
ベ
ト
ナ
ム

側
は
、交
通
班
、廃
棄
物
班
、エ
ネ
ル
ギ
ー

班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
３
班
の
英
語
論

文
を
事
前
に
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
交
互
に

発
表
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
、

映
像
を
紹
介
し
な
が
ら
発
表
す
る
間
に
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
、
日
越
両
国
の
経
済
的

状
態
の
違
い
や
学
生
の
問
題
意
識
の
違
い

と
と
も
に
、
冷
や
汗
を
流
し
な
が
ら
英
語

で
応
え
る
貴
重
な
体
験
を
し
た
。
予
定
外

の
質
問
に
は
、
ト
ゥ
イ
先
生
に
ベ
ト
ナ
ム

語
で
通
訳
し
て
い
た
だ
く
一
幕
も
あ
っ
た
。

予
定
時
刻
を
大
幅
に
す
ぎ
た
ゼ
ミ
交
流
は
、

日
本
で
は
味
わ
え
な
い
非
常
に
有
意
義
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　

ゼ
ミ
報
告
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
全
員

が
緊
張
か
ら
開
放
さ
れ
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
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交
わ
し
な
が
ら
、
英
語
、
日
本
語
、
ベ
ト

ナ
ム
語
で
相
互
理
解
を
深
め
た
。
途
中
、

中
大
生
の
出
し
物
と
し
て
、
合
気
道
の
流

儀
、
剣
道
の
模
範
演
技
、
書
道
の
実
演
を

披
露
す
る
と
、
ど
れ
も
拍
手
喝
采
の
盛
況

で
、
Ｎ
Ｅ
Ｕ
学
生
の
挑
戦
者
も
現
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
側
の
出
し
物
と
し
て
国
歌
、
校

歌
な
ど
息
の
あ
っ
た
絶
妙
の
合
唱
が
披
露

さ
れ
た
。そ
の
後
、相
互
に
歌
合
戦
と
な
り
、

懇
親
会
会
場
は
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
っ
た
。

ナ
ム
ソ
ン
廃
棄
物
処
理
施
設
視
察

　

前
日
の
廃
棄
物
の
議
論
の
現
場
を
視
察

す
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｕ
の
学
生
も
参
加
し

て
、
ハ
ノ
イ
市
郊
外
の
廃
棄
物
処
理
施
設

を
訪
問
し
た
。

　

「Stinky!

（
臭
い
！
）」

　

現
地
に
着
く
と
す
ぐ
ゴ
ミ
の
悪
臭
で
鼻

を
突
か
れ
た
。
処
理
施
設
の
副
社
長
に
現

状
を
伺
っ
た
。
ハ
ノ
イ
に
は
、
４
つ
の
廃

棄
物
処
理
施
設
が
あ
り
、
こ
の
処
理
場
は

広
さ
83
ｈ
ａ
、
耐
久
年
数
は
20
年
、
一
日

回
収
車
で
２
５
０
台
、
１
７
０
０
ト
ン
の

ゴ
ミ
が
運
ば
れ
て
く
る
。
埋
め
立
て
後
は

木
を
植
え
る
予
定
だ
そ
う
だ
。

　

気
に
な
る
ゴ
ミ
処
理
方
法
は
、
単
純
な

埋
め
立
て
方
法
と
汚
水
溜
め
へ
の
化
学
薬

品
処
理
方
法
で
、
焼
却
は
行
っ
て
い
な
い
。

現
地
の
16
歳
以
上
の
人
な
ら
処
分
場
内
に

誰
で
も
入
れ
る
と
い
う
の
で
、
内
部
の
見

学
を
依
頼
し
た
が
、
予
約
な
し
の
外
国
人

は
外
部
か
ら
眺
め
る
こ
と
し
か
許
さ
れ
な

か
っ
た
。
何
だ
か
少
し
ク
サ
イ
。

ホ
イ
ア
ン
・
ダ
ナ
ン
視
察

　

ホ
イ
ア
ン
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
継
貿

易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
港
町
で
、
16
か

ら
17
世
紀
に
か
け
て
日
本
人
街
が
あ
っ
た
。

　

現
在
は
観
光
地
と
し
て
栄
え
、
日
越
友

好
30
周
年
記
念
行
事
で
賑
わ
う
世
界
遺
産

の
街
並
み
や
「
日
本
橋
」
を
見
学
し
、
朱

印
船
貿
易
時
代
の
日
本
人
の
墓
に
お
線
香

を
手
向
け
た
。

　

翌
日
、
近
く
の
ダ
ナ
ン
の
リ
エ
ン

チ
ュ
ー
工
業
団
地
を
視
察
し
た
。
南
シ
ナ

海
を
眺
め
な
が
ら
昼
食
を
取
り
、
そ
れ
か

ら
目
指
す
フ
エ
ま
で
約
１
１
０
キ
ロ
の
バ

ス
の
旅
。
途
中
、
最
も
標
高
の
高
い
ハ
イ

バ
ン
峠
は
、ベ
ト
ナ
ム
語
で「
雲
」や「
海
」

と
い
う
意
味
の
通
り
、
峠
の
茶
屋
か
ら
望

む
海
や
山
、
北
と
南
の
景
観
は
戦
略
的
に

も
幾
度
と
な
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
峠
の

頂
き
に
は
、
戦
争
時
の
見
張
り
台
も
い
ま

だ
に
異
様
な
雰
囲
気
を
放
っ
て
い
た
。
平

和
を
取
り
戻
し
た
現
在
、
こ
の
峠
の
下
に

日
本
の
援
助
で
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
中
部

経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
と
聞
い
た
。

　

ダ
ナ
ン
か
ら
４
時
間
、
ち
ょ
う
ど
日
も

傾
い
た
こ
ろ
に
フ
エ
に
到
着
し
た
。
フ
エ

農
林
大
学
教
授
で
、
日
本
に
留
学
経
験
の

あ
る
ロ
ン
先
生
と
ラ
ン
先
生
ご
夫
妻
が
私

た
ち
を
ホ
テ
ル
で
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

フ
エ
郊
外
の
枯
葉
剤
被
害
地
慰
問

　

フ
エ
は
古
都
と
し
て
世
界
遺
産
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
王
宮
な
ど
建
築
物
は
歴
史

を
語
り
継
ぎ
、
戦
争
の
傷
跡
が
人
類
の
愚

か
さ
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

郊
外
へ
車
で
１
時
間
も
行
っ
た
山
間
部

で
は
、
は
げ
山
が
目
に
付
く
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
か
ら
30
年
以
上
経
っ
た
現
在
で
も
自

然
が
回
復
せ
ず
、
枯
葉
剤
の
傷
跡
が
残
る
。

　

緒
方
研
究
室
「
ア
ジ
ア
地
球
環
境
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
フ
エ
農
林
大
学
の
フ
ィ
ー

ル
ド
研
究
の
現
場
で
あ
る
ホ
ン
ハ
村
と
フ

ン
・
グ
エ
ン
村
の
人
民
委
員
会
を
訪
れ
た
。

こ
の
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
で
、
遠
く

の
山
が
見
渡
せ
た
。
何
も
知
ら
な
け
れ
ば

平
和
そ
の
も
の
に
見
え
る
山
や
村
で
あ
る
。

　

人
民
委
員
会
の
建
物
で
、主
席（
村
長
）

に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

ホ
ン
ハ
村
の
面
積
は
、
１
万
４
千
ｈ
ａ
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あ
り
、
そ
の
う
ち
４
９
０
ｈ
ａ
が
耕
作
面

積
で
あ
る
。
村
の
人
口
は
１
２
８
１
人
、

２
４
６
世
帯
、
５
つ
の
少
数
民
族
が
暮
ら

し
て
い
る
。
う
ち
半
分
の
１
２
０
世
帯
が

貧
困
世
帯
で
あ
る
。日

本
の
援
助
に
疑
問

　

さ
ら
に
意
外
な
事
実
を
知
ら
さ
れ
た
。

最
近
、
日
本
か
ら
の
援
助
で
森
林
再
生
計

画
が
発
表
さ
れ
、
植
林
予
定
地
を
提
供
し

た
が
、
実
際
の
植
林
が
専
門
会
社
に
委
託

さ
れ
、
植
林
用
地
に
現
地
農
民
が
排
除
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に
日
本
の
援

助
は
現
地
の
農
民
を
貧
困
に
陥
れ
て
い
る

と
非
難
さ
れ
た
。
日
本
人
と
し
て
こ
の
村

を
訪
問
し
た
の
は
、
昨
年
の
緒
方
教
授
が

初
め
て
だ
か
ら
、
現
地
を
無
視
し
た
日
本

の
対
外
援
助
の
問
題
点
を
は
っ
き
り
と
認

識
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
村
で
枯
葉
剤
の
被
害
者
が

公
式
に
認
定
さ
れ
た
の
は
１
９
６
４
年
、

現
在
の
被
害
者
は
４
８
３
人
だ
が
、
経
済

的
理
由
で
政
府
か
ら
の
援
助
を
認
定
さ
れ

た
人
は
、
35
人
に
と
ど
ま
る
。

　

ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
千
羽
鶴
、
米
と
お
菓

子
な
ど
の
お
土
産
を
被
害
者
の
方
に
手
渡

し
、
歌
を
披
露
し
て
励
ま
し
た
。
被
害
者

の
方
々
と
握
手
し
た
時
、
彼
ら
の
手
が
小

刻
み
に
震
え
て
お
り
、
ま
た
差
し
出
し
た

手
が
こ
れ
以
上
伸
ば
せ
な
い
な
ど
被
害
者

の
苦
し
み
に
触
れ
た
。
枯
葉
剤
の
被
害
や

貧
困
の
悪
循
環
を
訴
え
る
こ
と
の
出
来
な

い
弱
い
立
場
の
村
人
た
ち
に
、
援
助
の
手

を
差
し
伸
べ
る
フ
エ
農
林
大
学
と
の
共
同

研
究
の
意
義
と
必
要
性
を
知
る
こ
と
が
出

来
た
。

フ
エ
農
林
大
学
と
合
同
植
林

　

フ
エ
農
林
大
学
の
ク
ア
ン
副
学
長
と
緒

方
教
授
の
ベ
ト
ナ
ム
語
の
挨
拶
が
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ

植
林
だ
。

　

フ
エ
農
林
大
学
か
ら
植
林
予
定
地
５
０

０
ｈ
ａ
の
利
用
権
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

植
林
用
地
の
整
備
と
３
種
類
の
苗
な
ど
の

森
林
投
資
資
金
を
緒
方
教
授
が
提
供
し
て

準
備
が
始
ま
り
、
フ
エ
の
学
生
と
合
同
で

１
５
０
０
本
の
苗
を
植
林
し
た
。
樹
木
が

生
長
す
る
と
森
林
資
源
と
し
て
活
用
で
き

る
の
で
、
そ
れ
を
フ
エ
農
林
大
学
と
の
共

同
の
研
究
教
育
基
金
に
す
る
。
戦
争
の
傷

跡
に
緑
が
戻
り
、
森
林
の
活
用
に
よ
る
農

村
開
発
が
実
を
結
ぶ
ま
で
は
、
ま
だ
数
十

年
の
歳
月
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
ア
ジ
ア
地
球
環
境
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
『
京
都
議
定
書
』
の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
（
ク

リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
）
と
し
て
認
め
ら

れ
、「
排
出
権
」
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
発

展
す
る
よ
う
に
と
、
緒
方
教
授
の
構
想
は

広
が
っ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
を
後
に

　

ベ
ト
ナ
ム
の
学
友
と
再
会
を
誓
い
離
別

の
挨
拶
を
済
ま
せ
た
後
、
帰
国
の
途
に
つ

い
た
。
飛
行
機
の
窓
か
ら
緑
の
生
態
系
、

美
し
い
フ
エ
や
ハ
ノ
イ
の
街
並
み
を
一
望

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
10
年
後
こ
の
国
は

ど
う
変
貌
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
失
わ

れ
た
熱
帯
雨
林
が
戻
り
生
物
種
多
様
性
が

保
全
さ
れ
、
街
角
か
ら
大
気
汚
染
の
た
め

の
マ
ス
ク
が
外
さ
れ
、
交
通
安
全
が
は
か

ら
れ
る
。
経
済
が
発
展
し
、
街
路
樹
と
南

洋
家
屋
が
立
ち
並
び
…
…
私
の
想
像
は
膨

ら
む
。
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
は
、
ベ
ト
ナ
ム

人
の
内
生
的
発
展
力
に
依
存
し
て
い
る
。

日
本
が
ベ
ト
ナ
ム
の
持
続
可
能
な
開
発
に

対
し
て
貢
献
す
る
余
地
も
多
分
に
あ
る
。

か
つ
て
中
国
中
部
で
別
れ
別
れ
に
な
っ
た

「
倭
族
」
の
兄
弟
姉
妹
が
、
い
ま
よ
う
や

く
再
会
し
、
お
互
い
が
力
を
合
わ
せ
る
時

が
き
た
。
機
内
で
眠
り
に
つ
く
と
き
、
ホ

ン
ハ
村
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
浮
か
ん
だ
。


